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第２学年　カナダ修学旅行

学　校　行　事　《 第３学期 》

１月８日　始業式
　　９日　２年　実力養成講座開始（〜２月２２日）
　　１６日　１年・２年特進　実力試験
　　１７日　２年特進　実力試験
　　２２日　推薦入学試験（普通・特進）
　　２４日　実用英語技能検定（１・２年全員受験）
　　２５日　ＡＯ・公募推薦入試合格者報告会
　　２９日　２年　志望理由書講座
２月１日　３年　学年末試験
　　５日　１年　小論文講座
　　　　　２年　志望理由書サポート
　　６日　１・２年　芸術鑑賞会
　　１０日　一般入学試験（普通・特進）

　　１２日　１年　小論文試験
　　　　　２年　実力試験（〜 １３日）
３月１日　第６９回卒業証書授与式
　　３日　１・２年　学年末試験（〜６日）
　　７日　新入生招集日
　　９日　答案返却授業
　　１０日　一般入試合格者報告会
　　１１日　１・２年　ポートフォリオ入力日
　　１８日　普通救命講習会
　　１９日　令和元年度修業式
　　２１日　春期外部特別講座（〜 ２６日）



令和２年３月１日 （　2　）

　

第
六
十
九
回
卒
業
式
が
、
令
和
二
年
三
月
一

日
（
日
）、
本
校
体
育
館
に
て
挙
行
さ
れ
た
。

三
三
四
名
（
男
子
一
五
〇
名
・
女
子
一
八
四
名
）

の
卒
業
生
が
、
数
々
の
思
い
出
と
未
来
へ
の
希

望
を
胸
に
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　
　

︱　

式　

次　

第　

︱

開
式

国
歌
斉
唱

卒
業
証
書
授
与

　

総
代　

津
田　

藍
香
（
深
川
五
中
）

日
本
大
学
学
長
賞

　

髙
橋　

わ
か
ば
（
喜
多
見
中
）

優
秀
賞　

学
術
・
文
化
部
門
︵
団
体
︶

　

代
表　

齋
藤　

柊
（
松
濤
中
）

優
等
賞

　

代
表　

鈴
木　

華
恵
（
府
中
六
中
）

皆
勤
賞
・
精
勤
賞

　

代
表　

窪
田　

明
日
香
（
上
石
神
井
中
）

校
長
賞
︵
皆
勤
賞
受
賞
者
の
保
護
者
︶

　

代
表　

窪
田　

里
香

生
徒
会
功
労
賞

　

代
表　

永
野　

優
衣
（
烏
山
中
）

学
校
長
式
辞

　
　
　
　

川
原　

容
子

学
長
告
辞

　
　
　
　

大
塚　

𠮷
兵
衛

　
　
　
　
（
代
読　

生
物
資
源
科
学
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
矢　

祐
治
）

学
校
か
ら
卒
業
生
へ
記
念
品
贈
与

　

代
表　

髙
橋　

陽
南
（
橘
中
）

卒
業
生
か
ら
学
校
へ
記
念
品
贈
呈

　

代
表　

加
藤　

里
悠
（
浅
草
中
）

同
窓
会
か
ら
卒
業
生
へ
記
念
品
贈
与

　

代
表　

三
井　

花
音
（
向
陽
中
）

桜
園
会
か
ら
卒
業
生
へ
記
念
品
贈
与

　

代
表　

白
鳥　

佑
斗
（
東
山
田
中
）

在
校
生
代
表
送
辞

　
　
　
　

田
村　

隆
太
朗
（
浅
間
中
）

卒
業
生
代
表
答
辞

　
　
　
　

影
山　

颯
大
（
石
川
台
中
）

卒
業
生
保
護
者
代
表
謝
辞

　
　
　
　

森
島　

眞
江

校
歌
斉
唱

送
別
の
歌
斉
唱

閉
式

各
賞
受
賞
者

【
日
本
大
学
か
ら
の
表
彰
】

学
長
賞

　

髙
橋　

わ
か
ば
（
喜
多
見
中
）

優
秀
賞　

学
術
・
文
化
部
門
︵
団
体
︶

　

演
劇
部

優
等
賞

　

Ａ　

髙
橋　

陽
南
（
橘
中
）

　

Ｂ　

窪
田　

明
日
香
（
上
石
神
井
中
）

　

Ｄ　

岡
島　

純
菜
（
芦
花
中
）

　
　
　

髙
橋　

わ
か
ば
（
喜
多
見
中
）

　

Ｅ　

鈴
木　

華
恵
（
府
中
六
中
）

　

Ｆ　

三
井　

花
音
（
向
陽
中
）

　

Ｇ　

津
田　

藍
香
（
深
川
五
中
）

　

Ｉ　

加
藤　

里
悠
（
浅
草
中
）

　
Ｊ　

永
野　

優
衣
（
烏
山
中
）

　
　
　

白
鳥　

佑
斗
（
東
山
田
中
）

【
本
校
か
ら
の
表
彰
】

皆
勤
賞
︹
校
長
賞
︺

※
︹　

︺
内
は
校
長
賞
＝
皆
勤
賞
受
賞
者
の
保
護
者
に
贈
る

　

Ａ　

椎
野　

圭
貴
（
阿
佐
ケ
谷
中
）︹
玲
子
︺

　

Ｂ　

池
田　

広
貴
（
東
田
中
）︹
真
智
子
︺

　
　
　

窪
田　

明
日
香（
上
石
神
井
中
）︹
里
香
︺

　

Ｃ　

荒
澤　

尚
太
朗
（
八
王
子
七
中
）

︹
百
合
子
︺

　
　
　

野
中　

か
お
り
（
西
宮
中
）︹
玲
子
︺

　
　
　

森
山　

実
優
（
貝
塚
中
）︹
富
貴
子
︺

　
　
　

山
本　

凜
花
（
谷
本
中
）︹
静
香
︺

　

Ｄ　

東　

結
愛
（
三
鷹
一
中
）︹
奈
穂
子
︺

　
　
　

伊
藤　

巧
真
（
南
中
）︹
澄
江
︺

　
　
　

木
谷　

光
希
（
福
生
二
中
）︹
恵
子
︺

　
　
　

佐
藤　

亘
（
第
二
南
砂
中
）︹
ま
す
み
︺

　
　
　

髙
井　

麻
未
（
三
鷹
三
中
）︹
明
子
︺

　
　
　

髙
橋　

乙
歌
（
本
郷
台
中
）︹
聡
美
︺

　
　
　

髙
橋　

わ
か
ば（
喜
多
見
中
）︹
絵
里
子
︺

　
　
　

村
松　

あ
や
め
（
大
沢
中
）︹
敦
子
︺

　

Ｅ　

秋
田　

知
穂
（
元
郷
中
）︹
美
和
︺

　
　
　

新
井　

美
悠
（
廿
日
市
中
）︹
彩
乃
︺

　
　
　

加
藤　

雅
禄
（
柿
生
中
）︹
亜
妃
︺

　
　
　

君
和
田　

佳
穂
（
潮
来
二
中
）

︹
君
和
田
真
実
子
、
崎
田
文
︺

　
　
　

長
岡　

志
織
（
鶴
見
中
）︹
あ
ず
さ
︺

　
　
　

中
野　

朱
梨
（
松
ノ
木
中
）︹
美
香
︺

　
　
　

辺
見　

珠
里
（
上
野
原
中
）︹
好
子
︺

　

Ｆ　

雙
木　

歩
（
西
中
）︹
久
枝
︺

　
　
　

綠
川　

珠
菜
（
深
川
三
中
）︹
慎
︺

　
　
　

向
井　

雅
也
（
国
分
寺
一
中
）︹
雅
子
︺

　

Ｇ　

太
田　

魁
一
（
狛
江
二
中
）︹
今
日
子
︺

　
　
　

小
川　

明
日
香
（
稲
城
六
中
）︹
純
子
︺

　

Ｈ　

新
井　

萌
（
区
立
伊
興
中
）︹
郁
子
︺

　
　
　

荒
木　

菜
々
（
武
蔵
野
三
中
）︹
恭
子
︺

　
　
　

神
保　

智
佳
（
高
洲
中
）︹
里
江
子
︺

　
　
　

伊
達　

慶
治
（
志
村
一
中
）︹
美
和
︺

　
　
　

樋
口　

慧
大
（
御
幸
中
）︹
直
美
︺

　

Ｉ　

鈴
木　

沙
彩
（
上
祖
師
谷
中
）︹
洋
子
︺

　
　
　

並
木　

日
和
（
新
座
中
）︹
和
美
︺

　
　
　

東
埜　

莉
奈
（
荻
窪
中
）︹
寛
子
︺

　
Ｊ　

梅
津　

葵
（
白
鳥
中
）︹
明
子
︺

　
　
　

内
藤　

奏
恵
（
玉
川
中
）︹
麻
里
︺

　
　
　

河
邊　

咲
（
板
橋
三
中
）︹
真
︺

精
勤
賞

　

Ａ　

栗
山　

南
海
（
狛
江
四
中
）

　
　
　

竹
田　

梨
花
（
第
二
砂
町
中
）

　

Ｂ　

飯
泉　

裕
陽
（
中
野
島
中
）

卒業おめでとう
令和元年度  第69回卒業証書授与式



令和２年３月１日（　3　）

　
　
　

香
取　

柊
佑
（
東
山
中
）

　
　
　

千
葉　

陽
生
（
岡
津
中
）

　
　
　

松
島　

恭
平
（
船
橋
希
望
中
）

　

Ｄ　

岡
島　

純
菜
（
芦
花
中
）

　
　
　

小
板
橋　

正
宗
（
大
和
中
）

　
　
　

鳥
海　

萌
文
（
清
明
学
園
中
）

　

Ｅ　

加
藤　

未
奈
（
千
登
世
橋
中
）

　
　
　

辻　

こ
ゆ
き
（
南
中
野
中
）

　

Ｆ　

池
田　

唯
（
神
代
中
）

　

Ｇ　

齋
藤　

柊
（
松
濤
中
）

　
　
　

島
田　

鈴
子
（
大
森
八
中
）

　
　
　

瀬
尾　

湖
都
音
（
清
新
一
中
）

　
　
　

竹
野　

莉
子
（
東
原
中
）

　
　
　

田
島　

慈
子
（
千
歳
中
）

　
　
　

墳
本　

隼
也
（
東
高
津
中
）

　
　
　

林　

愛
斗
（
和
光
二
中
）

　
　
　

福
本　

光
莉
（
国
分
寺
三
中
）

　

Ｈ　

宮
道　

琴
水
（
府
中
一
中
）

　

Ｉ　

加
藤　

里
悠
（
浅
草
中
）

　
Ｊ　

奥
川　

詩
織
（
渋
谷
本
町
学
園
中
）

　
　
　

谷
合　

望
々
（
由
木
中
）

生
徒
会
功
労
賞

○
生
徒
会
長

　

影
山　

颯
大
（
石
川
台
中
）

○
生
徒
会
副
会
長

　

加
藤　

真
尋
（
西
池
袋
中
）

○
生
徒
会
会
計

　

小
泉　

慧
太
（
烏
山
中
）

○
学
級
委
員

　

八
巻　

来
夢
（
西
原
中
）

○
風
紀
委
員

　

齋
藤　

慶
太
（
篠
崎
中
）

○
厚
生
委
員

　

清
野　

佑
馬
（
神
明
中
）

○
図
書
委
員

　

永
野　

優
衣
（
烏
山
中
）

○
体
育
祭
実
行
委
員

　

出
口　

健
（
銀
座
中
）

○
鶴
ヶ
丘
祭
実
行
委
員

　

木
田　

七
海
（
烏
山
中
）

○
編
集
委
員

　

鳥
羽　

遥
貴
（
多
摩
中
）

○
選
挙
管
理
委
員

　

小
山　

美
奈
穂
（
和
泉
中
）

部
活
動
【
体
育
系
】

○
ス
キ
ー
部

　

大
月　

拓
人
（
稲
城
四
中
）

　

山
本　

瑛
菜
（
府
中
六
中
）

○
水
泳
部	

　

加
藤　

颯
希
（
小
山
中
）

○
陸
上
競
技
部

　

小
川　

晃
生
（
狛
江
二
中
）

○
野
球
部

　

中
島　

健
輔
（
聖
ケ
丘
中
）

○
サ
ッ
カ
ー
部

　

嶋
根　

礼
斗
（
両
国
中
）

○
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

森
島　

陸
年
（
港
陽
中
）

○
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

東　

結
愛
（
三
鷹
一
中
）

○
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

安
達　

英
治
（
荒
川
五
中
）

○
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

松
﨑　

春
日
（
軽
井
沢
中
）

○
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

小
林　

正
太
郎
（
千
歳
中
）

○
テ
ニ
ス
部

　

矢
田　

歩
実
（
上
水
中
）

　

髙
木　

良
輔
（
富
士
見
丘
中
）

○
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

石
川　

雄
聖
（
御
園
中
）

○
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

嶋
村　

南
璃
（
打
越
中
）

○
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

栁　

拓
臣
（
大
森
二
中
）

　

吉
永　

由
希
（
神
明
中
）

○
剣
道
部

　

福
本　

光
莉
（
国
分
寺
三
中
）

○
弓
道
部

　

亀
山　

未
侑
（
府
中
四
中
）

○
空
手
道
部

　

腰
髙　

凌
平
（
和
光
三
中
）

　

軍
司　

佳
歩
（
三
鷹
一
中
）

○
ゴ
ル
フ
部

　

関
根　

空
瑠
美
（
千
歳
中
）

部
活
動
【
文
化
系
】

○
写
真
部

　

舟
田　

歌
乃
（
貫
井
中
）

○
放
送
部

　

木
澤　

り
さ
子
（
南
六
郷
中
）

○
サ
イ
エ
ン
ス
部

　

芳
野　

晴
臣
（
泉
南
中
）

○
情
報
部

　

谷
合　

望
々
（
由
木
中
）

○
英
語
部

　

井
口　

未
由
希
（
北
沢
中
）

○
演
劇
部

　

藤
野　

茜
（
お
茶
の
水
女
子
附
属
中
）

○
吹
奏
楽
部

　

竹
田　

梨
花
（
第
二
砂
町
中
）

○
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部

　

田
中　

千
茜
（
足
立
七
中
）

○
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
部

　

鈴
木　

華
恵
（
府
中
六
中
）

○
茶
・
華
道
部

　

奥
川　

詩
織
（
渋
谷
本
町
学
園
中
）

○
料
理
部

　

池
田　

眞
琴
（
文
京
八
中
）

○
書
道
部

　

立
　

桃
茄
（
三
鷹
四
中
）

同
好
会

○
ダ
ン
ス
同
好
会

　

服
部　

花
恋
（
御
成
門
中
）

団
体
功
労
賞

　

ス
キ
ー
部

　

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

空
手
道
部

　

ゴ
ル
フ
部

　

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

　

放
送
部

　

演
劇
部

【
そ
の
他
か
ら
の
表
彰
】

東
京
都
知
事
よ
り
表
彰

　

都
知
事
賞

　
　
　

永
野　

優
衣
（
烏
山
中
）

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
よ
り
表
彰

　

会
長
表
彰

　
　
　

影
山　

颯
大
（
石
川
台
中
）

東
京
都
高
等
学
校
文
化
連
盟
よ
り
表
彰

　

文
化
活
動
優
良
生
徒

　
　
　

齋
藤　

柊
（
松
濤
中
）

　
　
　

藤
野　

茜
（
お
茶
の
水
女
子
附
属
中
）

東
京
都
高
等
学
校
体
育
連
盟
よ
り
表
彰

　

体
育
優
良
生
徒

　
　
　

伊
郷　

太
貴
（
清
明
学
園
中
）

　
　
　

軍
司　

佳
歩
（
三
鷹
一
中
）

　

優
秀
校

　
　
　

空
手
道
部　

女
子



令和２年３月１日 （　4　）

何
を
知
り
た
い
か

学
校
長
　
川
　
原
　
容
　
子

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
鶴
ヶ

丘
高
校
で
の
三
年
間
は
、
充
実
し
た
も
の

に
な
り
ま
し
た
か
？

人
生
百
年
時
代
を
迎
え
、
そ
の
た
っ
た

三
年
間
で
し
た
が
、
地
域
の
ま
っ
た
く
違

う
多
く
の
仲
間
と
出
会
い
、
高
校
生
活
が

ス
タ
ー
ト
し
、
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
自
分

と
向
き
合
い
、
大
き
く
成
長
で
き
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

鶴
ヶ
丘
で
の
バ
ラ
ン
ス
の
い
い
学
び
を

糧
に
、今
後
は
単
一
の
物
差
し
で
は
な
く
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
物
差
し
に
照
ら
し
て
物
事

を
見
て
、
素
直
に
生
き
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

今
、
皆
さ
ん
の
卒
業
を
前
に
、
思
い
出

す
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
二
〇
一
八
年
に
ノ
ー
ベ
ル
医

学
・
生
理
学
賞
を
受
賞
し
た
本
庶
佑
氏
の

受
賞
当
時
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
お
話

さ
れ
て
い
た
言
葉
で
す
。「
自
分
が
何
を

知
り
た
い
か
、
は
っ
き
り
し
て
い
な
い

と
研
究
と
い
う
も
の
は
つ
ぶ
れ
て
し
ま

う
。
何
が
で
き
る
か
で
は
な
く
、
何
を
知

り
た
い
か
で
あ
っ
て
、
で
き
る
こ
と
ば
か

り
や
っ
て
い
る
と
目
標
を
失
う
。
常
に
何

を
知
り
た
い
か
問
い
か
け
な
が
ら
研
究
を

や
っ
て
き
た
」。
さ
ら
に
、
信
念
と
し
て

は
、「
教
科
書
が
す
べ
て
正
し
か
っ
た
ら
、

科
学
の
進
歩
は
な
い
わ
け
で
、
人
が
言
っ

て
い
る
こ
と
や
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
こ

と
を
す
べ
て
信
じ
て
は
い
け
な
い
。『
な

ぜ
か
』
と
疑
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
」
と

も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
研

究
だ
け
で
は
な
い
、
人
生
の
目
標
に
も
か

か
わ
る
大
切
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
と
思
い
ま

し
た
。

今
後
の
超
ス
マ
ー
ト
社
会
に
あ
っ
て
、

Ａ
Ｉ
を
外
付
け
の
脳
の
よ
う
に
考
え
、
任

せ
て
い
く
よ
う
で
は
だ
め
だ
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ん
に
は
本
庶
氏
が
お
っ
し
ゃ
る

よ
う
に
「
何
を
知
り
た
い
か
」
を
考
え
な

が
ら
挑
戦
し
、
生
涯
を
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ナ
ー
と
し
て
、
ぜ
ひ
歩
ん
で
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
私
は
皆
さ
ん
に
、「
人
の
気
持
ち

を
慮
る
こ
と
の
で
き
る
優
秀
な
頭
脳
と
柔

ら
か
い
心
」
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
と
伝

え
て
き
ま
し
た
。
人
を
助
け
て
自
分
の
こ

れ
か
ら
の
仕
事
が
成
り
立
ち
、
ま
た
人
に

言葉の花束
助
け
ら
れ
て
自
分
の
生
き
方
も
成
り
立
ち

ま
す
。

と
も
す
れ
ば
、
私
心
に
走
り
私
利
私
欲

が
先
に
立
つ
こ
と
の
多
い
現
代
で
す
が
、

そ
の
中
に
あ
っ
て
も
、自
分
を
見
つ
め
て
、

真
摯
に
向
き
合
い「
何
を
知
り
た
い
の
か
」

を
問
い
か
け
な
が
ら
学
び
、
周
囲
の
人
々

と
は
、
い
か
な
る
時
も
謙
虚
に
素
直
に
心

を
通
わ
せ
る
努
力
を
し
、
協
力
を
し
あ
っ

て
、
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
心
か
ら
思

い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
や
世
界
の
課
題
に
果
敢
に

挑
戦
を
し
て
い
け
る
、
強
い
気
持
ち
と
行

動
力
を
発
揮
す
る
人
が
一
人
で
も
多
く
い

て
く
れ
る
こ
と
に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

体
を
大
切
に
、
貴
方
ら
し
く
、
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。心
か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。

卒
業
に
む
け
て

学
年
主
任　

伊
沢　

康
子
（
数
学
科
）

何
者
に
な
る
に
せ
よ
、
き
っ
と
あ
な
た

自
身
以
外
に
は
な
れ
な
い
。

だ
か
ら
、
そ
れ
で
い
い
の
だ
と
思
う
。

そ
れ
が
い
い
の
だ
と
思
う
。

そ
う
い
う
人
生
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
が
勝
負
で
す
。

Ａ
組
担
任　

加
藤　

寛
典
（
英
語
科
）

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
高
校

で
身
に
つ
け
た
教
養
を
基
盤
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
専
門
性
を
磨
き
、
そ
れ
を
活

か
せ
る
場
で
活
躍
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。
学
校
行
事
、
授
業
で
の
活
動
、
部

活
動
な
ど
の
様
子
を
見
て
い
て
、
皆
さ
ん

に
は
そ
れ
が
で
き
る
素
質
が
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
社
会
に
出
る
前
に
学
べ
る
期

間
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
瞬
を
大

切
に
し
て
く
だ
さ
い
。



令和２年３月１日（　5　）

卒
業
お
め
で
と
う

Ｂ
組
担
任　

渡
邉　

美
那
子
（
国
語
科
）

つ
い
に
卒
業
で
す
ね
。
皆
さ
ん
と
過
ご

す
毎
日
が
、
私
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。
皆
さ
ん
の
「
未
来
」
に
は
、
希
望
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
積
み
重
ね
て
き
た
「
い

ま
」
が
「
過
去
」
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
積

み
重
ね
て
い
く
「
い
ま
」
が
「
未
来
」
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
常
に
一
日
一
日
を
大

切
に
、「
い
ま
」
を
大
切
に
、
そ
し
て
自

分
を
大
切
に
。
自
分
の
力
を
信
じ
て
、
可

能
性
を
信
じ
て
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
に
挑

戦
し
て
、
た
く
さ
ん
幸
せ
に
な
っ
て
く
だ

さ
い
。
ず
っ
と
応
援
し
て
い
ま
す
。
卒
業

お
め
で
と
う
。

卒
業
お
め
で
と
う

Ｃ
組
担
任　

滝
澤　

満
（
理
科
）

『
高
校
生
の
時
に
し
か
で
き
な
い
経こ

験と

が
あ
る
。』

そ
れ
は
、
勉
強
や
部
活
動
、
そ
し
て
私

生
活
な
ど
す
べ
て
に
あ
る
。

そ
れ
ら
を
経
験
し
、
大
き
く
成
長
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
、
と
思
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
言
葉
を
み
ん
な
の
卒
業
に
あ
た
り

次
の
よ
う
に
変
化
さ
せ
ま
す
。

『
今
し
か
で
き
な
い
経こ

験と

が
あ
る
。』

と
て
も
大
切
な
時
間
は
、
ま
だ
ま
だ
続

き
ま
す
。

健
康
第
一
に
、
思
い
や
り
を
も
っ
て
、

新
た
な
出
会
い
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

君
た
ち
な
ら
ば
、
素
敵
に
成
長
し
て
い

け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

卒
業
お
め
で
と
う
。

祝　

卒
業

Ｄ
組
担
任　

萩
生
田
博
美
（
数
学
科
）

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

卒
業
生
の
皆
様
、
現
在
の
自
分
は
、
三

年
前
に
思
い
描
い
た
自
分
と
、
同
じ
で
す

か
？人

生
は
、「
縁
」
と
「
縁
」
が
繰
り
出

す
物
語
で
す
。
一
つ
の
「
縁
」
を
大
事
に

す
る
と
、
そ
の
「
縁
」
が
、
次
の
「
縁
」

を
呼
び
込
み
ま
す
。

皆
様
の
、今
後
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

か
け
が
え
の
な
い
自
分
だ
か
ら

Ｅ
組
担
任　

菊
山　

新
士（
地
歴
公
民
科
）

か
つ
て
崩
壊
寸
前
の
フ
ラ
ン
ス
を
救
っ

た
ジ
ャ
ン
ヌ
＝
ダ
ル
ク
は
言
っ
た
。「
私

た
ち
が
戦
う
か
ら
こ
そ
、
神
は
勝
利
を
与

え
て
下
さ
る
。
私
以
外
に
国
を
救
え
る
者

は
い
ま
せ
ん
。」と
。「
き
っ
と
誰
か
が
や
っ

て
く
れ
る
だ
ろ
う
」「
自
分
は
そ
ん
な
器

じ
ゃ
な
い
か
ら
」
こ
う
し
た
事
は
度
々
頭

を
よ
ぎ
る
で
し
ょ
う
が
、
消
極
的
姿
勢
で

は
、
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
も

十
七
歳
の
ジ
ャ
ン
ヌ
同
様
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

に
か
つ
確
固
た
る
自
己
を
持
っ
て
人
生
の

戦
場
に
飛
び
出
し
て
い
っ
て
下
さ
い
。

時
は
金
な
り
、
信
用
な
り

Ｆ
組
担
任　

山
口　

重
喜（
保
健
体
育
科
）

お
金
を
稼
ぐ
方
法
を
知
っ
て
い
て
も
、

貯
め
る
こ
と
を
知
ら
な
い
人
は
、
一
生
涯

精
を
出
し
て
働
い
た
と
し
て
も
、
最
後
に

は
わ
ず
か
ば
か
り
の
も
の
し
か
残
ら
な

い
。与

え
ら
れ
た
仕
事
は
一
生
懸
命
成
し
遂

げ
ま
し
ょ
う
。
う
ま
い
儲
け
話
や
一
攫
千

金
の
よ
う
な
話
は
避
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
勤
勉
と
忍
耐
が
繁
栄
を
も
た
ら

す
最
も
確
実
な
道
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

富
へ
の
道
は
「
勤
勉
」
と
「
倹
約
」。

つ
ま
り
時
間
も
お
金
も
無
駄
に
せ
ず
、
そ

の
両
方
を
最
大
限
有
効
に
活
用
す
る
こ
と

で
す
。
倹
約
の
習
慣
は
人
生
を
豊
か
に
し

て
く
れ
る
習
慣
の
一
つ
で
す
。
残
念
な
こ

と
に
、
私
は
こ
の
習
慣
を
完
全
に
自
分
の

も
の
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
幸
運
に
も
こ
の
習
慣
を
身

に
付
け
て
い
る
人
と
出
会
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
私
が
必
要
と
し
て
い
る
も
の
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
私
に
と
っ
て
か
け
が

え
の
な
い
存
在
で
す
。
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー

こ
そ
幸
せ
に
な
る
近
道
で
す
。

卒
業
お
め
で
と
う
！

Ｇ
組
担
任　

齋
藤　

直
子
（
英
語
科
）

長
く
て
短
い
高
校
生
活
が
今
終
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。私
は
担
任
を
し
た
生
徒
、

授
業
で
受
け
持
っ
た
生
徒
、
部
活
動
の
部

員
は
も
ち
ろ
ん
、
接
し
て
き
た
生
徒
一
人

ひ
と
り
に
思
い
出
が
あ
り
、
愛
情
を
注
い

で
き
た
つ
も
り
で
す
。
間
違
っ
た
こ
と
を

し
た
ら
全
力
で
叱
り
、
良
い
こ
と
を
し
て

も
大
き
く
は
褒
め
ま
せ
ん
。
伝
え
た
い
こ

と
は
全
て
伝
え
ま
し
た
。
少
し
で
も
君
た

ち
の
心
の
中
に
残
っ
て
い
た
ら
教
師
冥
利

に
尽
き
ま
す
。
そ
し
て
日
本
大
学
鶴
ヶ
丘

高
等
学
校
の
卒
業
生
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
誇
り
に
…
…　

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

卒
業
お
め
で
と
う

Ｈ
組
担
任　

村
山　

大
輔
（
国
語
科
）

オ
リ
エ
ン
の
こ
げ
た
ご
飯
と
カ
レ
ー
。

お
い
し
か
っ
た
ね
。
で
も
、
す
ぐ
山
登
り

で
し
ん
ど
か
っ
た
ね
。
修
学
旅
行
。
何
も

か
も
が
新
鮮
で
、
眠
れ
な
い
ほ
ど
楽
し
ん

だ
ね
。
だ
か
ら
起
き
て
こ
な
か
っ
た
ね
。

ア
ラ
ー
ム
気
づ
か
な
い
ほ
ど
楽
し
む
な
っ

て
。
文
化
祭
の
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
。
な
か

な
か
揚
が
ら
な
い
け
ど
、
売
れ
に
売
れ
た

ね
。
や
っ
ぱ
り
う
ま
い
の
は
塩
味
だ
っ
た

よ
ね
。

あ
、
も
う
卒
業
だ
。
三
年
な
ん
て
あ
っ

と
い
う
間
。さ
み
し
い
ね
。で
も
楽
し
か
っ

た
ね
。
思
い
出
を
あ
り
が
と
う
。
次
も
楽

し
ん
で
。



令和２年３月１日 （　6　）

感
謝

Ｉ
組
担
任　

浅
見　

美
幸（
保
健
体
育
科
）

「
当
た
り
前
」
の
こ
と
は
何
も
あ
り
ま

せ
ん
。
全
て
の
こ
と
に
意
味
や
理
由
が
あ

り
、
周
り
の
た
く
さ
ん
の
人
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
高
校
三
年
間
で
や
り
残
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
こ
れ
か
ら
先
、
今

し
か
で
き
な
い
こ
と
を
そ
の
瞬
間
に
、
後

悔
の
な
い
よ
う
充
実
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

人
生
は
一
度
き
り
で
す
。
何
事
も
全
力

で
、
全
て
の
出
来
事
に
感
謝
の
気
持
ち
を

持
っ
て
、
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
進
ん
で

く
だ
さ
い
。

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
三
年

生
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
。

「
終
わ
ら
な
い
道
へ
」

Ｊ
組
担
任　

竹
内　

由
美（
地
歴
公
民
科
）

高
校
卒
業
は
ス
タ
ー
ト
。

新
し
い
環
境
、
新
し
い
仲
間
、
新
し
い

自
分
と
の
出
会
い
が
待
っ
て
い
る
。

人
生
は
い
つ
で
も
ス
タ
ー
ト
。

だ
か
ら
間
違
え
て
も
い
い
。
失
敗
し
て

も
い
い
。

寄
り
道
し
て
も
い
い
。
遠
回
り
し
て
も

い
い
。

ス
タ
ー
ト
を
切
れ
な
く
な
っ
た
と
き
、

自
分
の
起
点
を
思
い
出
せ
ば
い
い
。

顔
を
上
げ
て
、
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
、

力
の
限
り
も
が
け
ば
い
い
。

自
分
で
決
め
る
自
分
の
ス
タ
ー
ト
。

そ
れ
は
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
こ
と
じ
ゃ
な

い
。前

を
向
き
、
ま
っ
す
ぐ
自
分
だ
け
の
道

を
進
む
た
め
の
ス
タ
ー
ト
。

毎
日
を
大
切
に

副
担
任　

中
根　

聡
（
国
語
科
）

具
体
的
に
は
毎
日
必
ず
行
う
こ
と
を
決

め
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
毎
日
と
い
っ
て

も
週
四
日
ほ
ど
の
ペ
ー
ス
で
、
気
持
ち
を

ゆ
っ
た
り
と
。
と
り
あ
え
ず
三
ヶ
月
後
の

自
分
を
想
像
し
な
が
ら
。

全
て
が
大
切
な
こ
と

副
担
任　

黛　

京
子
（
地
歴
公
民
科
）

三
年
生
の
皆
さ
ん
、
卒
業
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
今
ま
で
の
よ

う
に
、
い
つ
も
そ
ば
に
先
生
方
が
い
て
く

れ
る
環
境
で
は
な
く
、
自
分
で
選
択
し
て

い
く
環
境
に
な
り
ま
す
。
そ
の
時
、
自
分

に
と
っ
て
最
良
の
選
択
が
で
き
る
と
い
い

で
す
よ
ね
。
も
し
、
選
択
に
迷
っ
た
ら
、

今
ま
で
あ
な
た
が
学
ん
だ
こ
と
（
学
校
の

勉
強
や
、
周
囲
の
人
々
の
言
葉
や
態
度
）

を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
最
善

の
選
択
が
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の

学
校
で
の
三
年
間
は
あ
な
た
方
に
た
く
さ

ん
の
栄
養
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
は
ず
で

す
。
と
き
に
は
温
か
い
日
差
し
、
と
き
に

は
冷
た
い
雨
や
風
の
時
も
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
そ
れ
が
す
べ
て
栄
養
に
な
っ
て

い
る
は
ず
で
す
。
今
ま
で
の
全
て
が
、
あ

な
た
の
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
信
を

も
っ
て
歩
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

卒
業
す
る
皆
さ
ん
へ

副
担
任　

石
山　

道
宏
（
数
学
科
）

卒
業
お
め
で
と
う
。
次
の
言
葉
を
送
り

ま
す
。

Go for it !

意
味
は
調
べ
て
く
だ
さ
い
。

失
敗
を
恐
れ
ず
何
事
に
も
挑
戦
を

副
担
任　

吉
江　

祐
治
（
保
健
体
育
科
）

「
高
校
時
代
は
代
表
チ
ー
ム
の
選
考
か

ら
漏
れ
た
。
九
〇
〇
〇
回
以
上
シ
ュ
ー
ト

を
外
し
、
三
〇
〇
試
合
に
敗
れ
、
決
勝

シ
ュ
ー
ト
を
任
さ
れ
て
二
十
六
回
も
外
し

た
。
人
生
で
何
度
も
何
度
も
失
敗
し
て
き

た
。
だ
か
ら
私
は
成
功
し
た
」〈
マ
イ
ケ

ル
・
ジ
ョ
ー
ダ
ン
（
元
Ｎ
Ｂ
Ａ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
選
手
）〉　

ま
た
、「
挑
戦
す
る

こ
と
を
恐
れ
る
な
、
自
分
が
挑
戦
し
な
い

こ
と
を
恐
れ
ろ
」
と
も
言
っ
て
い
ま
す
。

失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
が
、

成
功
の
秘
訣
。
何
事
に
も
挑
戦
を
！

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

「
未
来
へ
向
か
っ
て
」

副
担
任　

田
口　

裕
基
（
英
語
科
）

本
年
度
、
突
然
、
こ
の
学
年
に
学
年
付

き
と
し
て
配
属
さ
れ
て
、
英
語
表
現
の
授

業
を
Ｂ
Ｃ
Ｉ
の
三
ク
ラ
ス
で
担
当
し
ま
し

た
。
わ
ず
か
一
年
足
ら
ず
の
付
き
合
い
で

し
た
が
、
大
変
、
楽
し
く
授
業
を
さ
せ

て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
最
後
に
、
授
業
の
復
習
。
キ
ミ
は
標

題
を
英
語
に
す
る
と
次
の
ど
っ
ち
に
し
ま

す
か
？T

o your future

そ
れ
と
もFor 

your future ?

『
○
○
○
のto

』
と
『
○

○
のfor

』。

キ
ミ
た
ち
に
は
ど
ん
な「
未
来
」が
待
っ

て
い
る
ん
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

I'm
 looking forw

ard to seeing you 
again in the near future !
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十
分
と
充
分

三
年
Ｄ
組　

影
山　

颯
大
（
石
川
台
中
）

私
の
三
年
間
は
、
充
実
し
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
他
人
と

比
べ
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
し
、
充
実
差

の
感
じ
方
な
ど
人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
の
で

分
か
ら
な
い
が
、
充
実
し
て
い
た
と
私
は

思
う
。
そ
れ
の
根
源
と
な
る
も
の
は
、
一

体
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
考
え
て

み
れ
ば
と
て
も
簡
単
な
話
だ
っ
た
。私
は
、

今
ま
で
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
、
素
晴
ら
し
い
仲
間
に
出
会
う
こ
と
が

で
き
た
の
だ
。「
素
晴
ら
し
い
」
普
通
の

人
が
こ
れ
を
聞
け
ば
何
と
も
薄
っ
ぺ
ら
く

て
笑
っ
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
私
に
は
「
素
晴
ら
し
い
」
と
い
う

一
言
で
し
か
表
せ
な
い
。
私
の
持
つ
語
彙

が
少
な
い
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

私
が
高
校
生
活
で
手
に
し
た
仲
間
は
紛
れ

も
な
く
素
晴
ら
し
い
人
で
あ
る
こ
と
に
変

わ
り
は
な
い
。
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た

り
前
の
よ
う
に
し
て
く
れ
る
、
こ
れ
が
私

に
と
っ
て
は
最
も
う
れ
し
い
こ
と
で
あ
っ

た
。
私
が
一
年
生
の
時
、
居
場
所
を
見

失
っ
た
私
に
新
し
い
居
場
所
へ
誘
っ
て
く

れ
た
。
ひ
ね
く
れ
た
性
格
か
ら
目
を
背
け

ず
、
こ
の
性
格
が
直
る
よ
う
に
向
き
合
っ

て
く
れ
た
人
も
い
た
。今
日
こ
の
日
ま
で
、

人
生
に
二
度
と
な
い
高
校
生
活
を
充
実
さ

せ
て
く
れ
た
仲
間
に
は
、
本
当
に
心
か
ら

の
感
謝
を
伝
え
た
い
。

さ
て
、
私
は
こ
の
三
年
間
で
い
っ
た
い

何
を
得
た
の
だ
ろ
う
か
。
無
論
、
素
晴
ら

し
い
仲
間
と
い
う
の
は
決
ま
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
何
を
得
た
の
か
。
そ

れ
は
お
そ
ら
く
、
人
と
真
剣
に
向
き
合
う

度
胸
で
あ
ろ
う
。
今
ま
で
正
面
か
ら
向
き

合
う
こ
と
を
恐
れ
、
逃
げ
て
き
た
自
分
を

捨
て
、
信
頼
で
き
る
人
と
ま
っ
す
ぐ
に
向

き
合
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
非
常
に

こ
こ
ろ
が
満
た
さ
れ
た
気
分
に
な
っ
た
。

私
は
高
校
生
活
で
、
十
分
す
ぎ
る
仲
間

を
手
に
し
、こ
こ
ろ
が
充
分
満
た
さ
れ
た
。

進
学
先
：
明
治
大
学
総
合
数
理
学
部

　
　
　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン
学
科

目
標
と
達
成
の
三
年
間

三
年
Ｆ
組　

関
根　

空
瑠
美
（
千
歳
中
）

鶴
高
で
の
三
年
間
を
終
え
て
、
私
の
学

校
生
活
を
象
徴
す
る
も
の
は
何
か
考
え
て

み
る
と
、「
海
外
語
学
研
修
」
と
「
部
活
」

だ
と
思
う
。

ま
ず
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
お
け

る
「
海
外
語
学
研
修
」
は
私
の
入
学
前
か

ら
の
目
標
だ
っ
た
。
志
望
校
を
決
め
る
よ

り
先
に
、「
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
成

績
を
残
し
て
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
行
き

た
い
」
と
決
め
て
い
た
。
実
際
に
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
大
学
へ
の
研
修
が
決
ま
る
と
、
そ

の
研
修
は
忘
れ
ら
れ
な
い
十
八
日
間
に

な
っ
た
。
世
界
第
二
位
の
大
学
・
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
大
学
の
先
生
の
授
業
を
受
け
た
こ

と
や
、
そ
の
学
生
と
仲
良
く
な
れ
た
こ

と
、
何
よ
り
英
語
に
対
し
て
ス
ト
イ
ッ
ク

な
生
徒
ば
か
り
が
集
ま
る
こ
の
研
修
は
私

に
と
っ
て
良
い
刺
激
に
な
っ
た
。

「
部
活
」
で
は
、
ゴ
ル
フ
部
部
長
と
し

て
活
動
し
た
。
部
活
を
ま
と
め
る
こ
と
に

と
に
か
く
苦
悩
し
た
一
年
だ
っ
た
。
東
京

の
高
校
で
、
ゴ
ル
フ
経
験
者
が
何
人
も
集

ま
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
部
員
が

三
年
間
一
度
も
試
合
に
出
ず
に
卒
業
す
る

の
は
も
っ
た
い
な
い
と
思
い
、「
み
ん
な

で
試
合
に
出
る
こ
と
」「
個
人
戦
だ
け
で

な
く
、
団
体
戦
に
出
場
す
る
こ
と
」
が
目

標
だ
っ
た
。
苦
悩
は
し
た
が
、
そ
の
想
い

を
か
な
え
て
く
れ
た
同
級
生
や
後
輩
に
は

と
て
も
感
謝
し
て
い
る
。
ま
た
、
合
宿
や

大
会
に
参
加
す
る
こ
と
で
一
人
で
は
積
め

な
い
経
験
を
た
く
さ
ん
積
む
こ
と
が
で
き

た
た
め
、
大
学
生
活
の
基
盤
と
な
っ
た
よ

う
に
思
う
。

私
が
日
大
に
進
み
、
英
語
の
勉
強
と
ゴ

ル
フ
を
両
立
し
よ
う
と
改
め
て
思
っ
た

き
っ
か
け
は
鶴
高
で
の
三
年
間
だ
。
貴
重

な
経
験
を
積
ま
せ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方

や
、
私
の
高
校
生
活
に
関
わ
っ
た
全
て
の

人
に
感
謝
し
て
い
る
。

進
学
先
：
日
本
大
学
文
理
学
部
英
文
学
科

「
感
謝
の
話
」

三
年
Ｇ
組　

齋
藤　

柊
（
松
濤
中
）

「
高
校
の
三
年
間
は
本
当
に
楽
し
い

よ
。」
と
言
わ
れ
た
。
父
の
こ
と
は
と
て

も
尊
敬
し
て
い
る
が
、
そ
の
言
葉
は
信
じ

ら
れ
な
か
っ
た
。
正
確
に
い
う
と
、
社
交

的
で
活
発
な
父
の
高
校
生
活
は
楽
し
か
っ

た
だ
ろ
う
が
、
自
分
に
は
そ
れ
が
で
き
な

い
と
思
っ
て
い
た
。
人
と
し
て
た
り
な
い

部
分
が
圧
倒
的
に
多
い
か
ら
だ
。
人
見
知

り
で
偏
屈
で
我
な
が
ら
面
倒
く
さ
い
人
間

だ
と
思
う
。
そ
ん
な
私
に
は
華
や
か
な
高

校
生
活
が
送
れ
な
い
こ
と
は
な
ん
と
な
く

感
づ
い
て
い
た
。
周
り
と
同
じ
こ
と
を
し

  
　
︱
三
年
間
の
思
い
出

　
　
　 
そ
し
て
後
輩
た
ち
へ
︱

卒
業
生
の
言
葉



令和２年３月１日 （　8　）

て
い
て
も
、
き
っ
と
つ
ま
ら
な
い
三
年
間

に
な
っ
て
し
ま
う
。「
他
人
と
違
う
こ
と

を
し
た
い
。」
と
い
う
思
い
に
駆
ら
れ
、

元
々
興
味
は
あ
り
つ
つ
も
、
未
知
の
世
界

で
あ
っ
た
演
劇
部
に
入
る
こ
と
に
し
た
。

実
に
運
が
よ
か
っ
た
と
思
う
。
た
ま
た

ま
入
っ
た
演
劇
部
で
、
も
の
す
ご
い
経
験

を
た
く
さ
ん
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
と
に
か

く
夢
の
よ
う
な
出
来
事
が
次
々
起
こ
っ

た
。
中
で
も
全
国
大
会
に
出
た
の
は
特
に

嬉
し
か
っ
た
。
大
切
な
の
は
結
果
じ
ゃ
な

い
、
な
ん
て
よ
く
言
う
し
確
か
に
そ
の
通

り
だ
と
も
思
う
が
、
結
果
が
も
た
ら
し
て

く
れ
る
喜
び
は
格
別
だ
っ
た
。
演
劇
を
始

め
て
な
に
よ
り
も
良
か
っ
た
と
思
う
の

が
、
多
く
の
「
出
会
い
」
が
あ
っ
た
こ
と

だ
。
個
性
的
な
仲
間
と
出
会
っ
て
、
嫉
妬

し
た
り
、
仲
良
く
な
っ
た
り
し
た
。
自
分

が
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も

知
っ
た
。
舞
台
に
立
て
る
こ
と
や
、
そ
れ

を
観
て
も
ら
え
る
こ
と
の
あ
り
が
た
み
を

感
じ
、
そ
の
度
に
襟
を
正
さ
な
け
れ
ば
と

思
っ
た
。

三
年
間
を
振
り
返
る
と
絶
え
間
な
く
充

実
感
が
あ
っ
た
。
ひ
と
え
に
親
、先
生
方
、

部
員
等
々
の
お
か
げ
だ
と
こ
の
文
章
を
書

き
な
が
ら
幾
度
も
思
っ
た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

進
学
先
：
日
本
大
学
芸
術
学
部
放
送
学
科

全
力
で
駆
け
抜
け
た
三
年
間

三
年
Ｊ
組　

河
邊　

咲
（
板
橋
三
中
）

新
し
い
制
服
を
着
て
鶴
高
に
入
学
し
た

の
が
つ
い
こ
の
間
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
。
高
校
生
活
は
充
実
し
過
ぎ
て
い
て
、

本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
。
そ
う
思

え
る
の
は
、
自
分
の
意
思
を
尊
重
し
、
や

り
た
い
こ
と
を
や
り
尽
く
し
た
か
ら
だ
ろ

う
。私

は
特
進
コ
ー
ス
に
所
属
し
て
い
た

が
、「
高
校
生
活
＝
勉
強
」
と
い
う
形
で

三
年
間
を
終
え
た
く
な
く
て
、
思
い
切
っ

て
陸
上
部
に
入
部
し
た
。
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

の
多
く
が
放
課
後
に
教
室
に
残
っ
た
り
、

上
手
く
時
間
を
作
っ
た
り
し
て
勉
強
に
励

ん
で
い
た
中
、
私
は
部
活
に
の
め
り
込
み

授
業
は
上
の
空
だ
っ
た
。
そ
ん
な
私
を
変

え
た
の
は
一
年
の
夏
の
三
者
面
談
。
周
り

に
負
け
た
く
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
勉
強

に
も
火
が
つ
い
た
。
以
来
私
は
勉
強
と
部

活
、
こ
の
二
つ
に
無
我
夢
中
で
取
り
組
ん

で
き
た
。

高
校
卒
業
後
、
私
は
ア
メ
リ
カ
の
大
学

に
進
学
す
る
。
高
校
で
始
め
た
陸
上
が

き
っ
か
け
で
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

に
興
味
を
持
ち
、
こ
の
選
択
を
し
た
。
し

か
し
私
は
、
自
分
が
ス

ポ
ー
ツ
を
学
び
た
い
と

か
、
海
外
の
大
学
に
進
学

し
よ
う
と
思
う
な
ん
て
、

思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。

こ
の
進
路
の
実
現
に
は
、

私
が
三
年
間
努
力
し
て
来

た
す
べ
て
の
こ
と
が
生
か

さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
在

校
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
自

分
が
今
や
っ
て
み
た
い
と

思
う
こ
と
、
興
味
が
あ
る

こ
と
す
べ
て
に
挑
戦
し
て

ほ
し
い
。
き
っ
か
け
は
ど

こ
に
隠
れ
て
い
る
か
わ
か

ら
な
い
し
、
そ
れ
が
人
生

を
大
き
く
変
え
る
か
も
し

れ
な
い
。
鶴
高
に
は
、
そ

れ
を
支
え
、
応
援
し
て
く

れ
る
先
生
方
、
楽
し
い
こ

と
も
辛
い
こ
と
も
分
か
ち

合
っ
て
く
れ
る
友
達
が
い

る
。
私
は
こ
の
環
境
で
過

ご
し
た
、
人
生
の
中
で
も

特
に
大
き
な
意
味
を
持
つ

三
年
間
を
き
っ
と
忘
れ
る

こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

進
学
先
：U

niversity 
　
　
　
　of C

entral

　
　
　
　 A

rkansas

令
和
元
年
日
本
大
学
付
属
高
等
学
校
等
第
三
十
七

回
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
、
及
び
懇
親
会
が
令
和

二
年
二
月
十
九
日
（
水
）
十
四
時
よ
り
日
本
大
学
会

館
大
講
堂
に
て
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
し
た
生
徒
た
ち
は
互
い
に
讃
え
合
い
、
懇
親

会
で
も
和
や
か
な
雰
囲
気
で
交
流
を
深
め
て
い
ま
し

た
。
自
由
な
発
想
の
下
、
様
々
な
手
段
で
自
己
表
現

を
す
る
こ
と
の
で
き
る
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
に
、
日
ご

ろ
か
ら
興
味
関
心
を
持
ち
、
ま
す
ま
す
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
国
語
科
一
同
、
生
徒
た
ち
の
活
躍
を
応
援

し
て
い
き
ま
す
。

受
賞
者
の
皆
さ
ん
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

俳
句
の
部

佳
作　

鈴
木　

蘭
乃
（
２
Ｌ
・
向
陽
中
）

佳
作　

西
村　

美
咲
（
１
Ｆ
・
志
茂
田
中
）

佳
作　

田
口　

小
夏
（
１
Ｌ
・
東
田
中
）

短
歌
の
部

入
選　

左
官　

美
咲
（
１
Ｊ
・
晴
海
中
）

入
選　

橋
本　

楽
乃
（
１
Ｋ
・
稲
城
三
中
）

佳
作　

永
井　

美
空
（
２
Ｋ
・
安
方
中
）

佳
作　

西
村　

美
咲
（
１
Ｆ
・
志
茂
田
中
）

佳
作　

芝
田　

憩
（
１
Ｈ
・
神
代
中
）

佳
作　

本
郷　

未
郁
（
１
Ｊ
・
高
井
戸
中
）

詩
の
部

入
選　

豊
島　

心
子
（
２
Ａ
・
荻
窪
中
）

佳
作　

髙
瀨　

華
桜
（
１
Ｅ
・
越
谷
東
中
）

読
書
感
想
文
の
部

佳
作　

深
井　

優
楓
（
１
Ｅ
・
生
田
中
）

第
三
十
七
回
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
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令和元年度AO・公募推薦入試合格者報告会　進路指導部　滝澤　満

１月２５日（土）１３：３０より、図書館２階
多目的ホールにおいてAO・公募推薦入試合
格者報告会を実施しました。５名の報告者
に合格体験談を語ってもらう形となりまし
た。１名につき１０分程度で、事前に作成し
てもらった資料をもとに、入試概要、志望
動機、努力したこと、失敗談、小論文や面
接等への対策、後輩へのアドバイス等を様々
な観点からまとめて発表してもらいました。
一人一人が工夫して、後輩へ思いを込めて
一所懸命話をしてくれました。

真壁　佳乃子
●日本大学 芸術学部 演劇学科 演技コース
◦書類選考「日芸で学びたいことを自由に

表現してください」
◦実技：シアターゲーム（この報告会で１・

２年生と実際におこなった。）
◦面接 面接官５人 全国大会で大変だった

こと、（直前に書いた書類を参考に）最近
見た劇について等。

◦過去の面接記録を見て、対策を練る。
◦試験勉強（がんばろう）。
◦決意を固める！！！！！（面接のため）
◦演劇について色々考える。
◦オープンキャンパスや文化祭に行こう！
◦好きなことは続けよう！
◦勉強はやろう（最低点が年によって結構

変動します）。
◦AOはダメ元で！受かるチャンスが増え

るし、後々良い経験になりそうくらいの
心持ちで大丈夫です。基礎学でいける！

◦出願などの提出書類の期限に注意！
◦芸術学部を目指す方へ、好きなこと続け

てやるんだ！という強い意思！大事！

軍司　佳歩
●慶應義塾大学 環境情報学部
◦私が志望理由書に書いたテーマは「障害

者雇用」でした。
◦働く意味などテーマはなんでもOK。ただ

し、この学校じゃないと実現できない！と
いうポイントをかならずいれた方がいい！

◦テーマが決まったら、素材を集める！と
にかく、調べる。今その業界で何が問題
なのか、どこを改善すれば世の中がうま
く回るのか、なぜ解決できないのかを徹
底的に自分で調べ、考察する。

◦自分の納得のいく答えが見つからなかっ
たら、実際に現場の生の声を聞く。面接
で聞かれた際に説得力が増すし、自分の
意見に自信がつく！

◦本を読む（少なくとも１０冊くらい）その
分野であれば、漫画でも大丈夫！インター
ネットよりも正しい情報が多い。大事だ
と思ったところに付箋やマーカーをし、
いつでも見返せるようにする。

◦１回文字に起こしてみる。最初は８００字く
らいでも大丈夫！文章はめちゃくちゃで
も大丈夫だから、これは入れたい！とい
う内容は必ず入れるようにする。

◦テーマをわかっている人だけでなく、い
ろんな人に添削してもらう。学校の先生
や大学の先輩、家族、いろんな人に見て
もらう。

◦常に穴や矛盾点を見つける。自分が作り
出すサービスや制度によって、どこが良
くなって、どこが課題なのか、それによっ
て新たに発生する問題、こういう場合は
どうなるの？ということを常に見つけ追
求する。

◦一つ一つの活動をきちんと記録する。例
えば、部活で賞状をもらって、資料とし
て提出する場合ただ賞状を提出するだけ
でなく、その中でどんな役割を果たして、
どんなふうに頑張ったのかなどを書くと
伝わりやすい。大学側も書類審査の際に
この人と面接したい！となる。

◦面接時間は３０分。最初は長いと思っ
ていたが、本番は本当にあっという間
だったから、なるべく言いたいことをコ
ンパクトに言えるように練習する。

◦１、２年生のうちにやっておくといいこ
と。部活をやっている人や何かに打ち込
んでいる人は、中途半端に行わず、何か
一つ自分の誇れるものを作る！実績だけ
でなく、学んだことが大事！

◦受験はもちろん大変でしたが、自分の興
味のある分野を突き詰めて研究するこの
受験方式は、とても魅力的で、調べてい
くのが楽しい時もたくさんありました。
また、実際に自分で会社に出向いて話を
聞くことによって、新たな発見があって、
常に新鮮な受験期間でした。

　普通の受験とは違い、この受験は個人戦
ではなく、いろんな人に頼っていいと思
います。たくさんの人に頼って、他人か
らの意見を素直に受け入れられる人がこ
の受験に向いていると思います。

立 　桃茄
●星薬科大学 薬学部 薬学科
◦入試概要　試験日は１日（午前が学力テ

スト、午後が面接）
　学力テスト…数学、化学、英語（リスニ

ング無し）の３科目。全てマークシート。
◦志望動機　大学のオープンキャンパスに

たくさん参加した中で、自分が学びたい
ことなどに力を入れていて、大学側が提
示する薬剤師像が自分の理想と近いとこ
ろに魅力に感じたから。

◦本格的に決心したのは、２年の夏。それ
までは、付属推薦や指定校も考えていた。
しかし、オープンキャンパスに参加した
ことで「絶対にここの大学に入りたい！」
と思える大学を見つけた。

◦どの教科も試験時間が短く、問題数が多
いため、模試や赤本を活用して時間配分
や点を取りやすい自分なりの解き方を見
つけた。２年の夏休みまでにひたすら演
習を繰り返して、センターの過去問も使っ
て不足している知識を身につけた。夏休
み後からは赤本を中心に勉強をすすめ、
過去問の研究をした。

◦学校の先生方にお願いをして、面接練習
を見ていただいた。また、医薬分業やチー
ム医療など薬剤師に関わる言葉について
調べて、メリットやデメリットを踏まえ
て自分の意見を言えるようにした。

◦勉強時間は、部活のある日は３時間、無
い日は５時間、休みの日は８時間、長期
休みは１０時間を目標にした。学校が終わっ
たらすぐ塾の自習室に行って勉強するこ
とで、周りの緊張感や焦りも感じてモチ
ベーションを維持した。

◦実際に体調やメンタルが崩れてしまった
ときは、ほとんど勉強はしていなかった。
その日はとことん休んで、気分転換をし
て、次の日から気持ちを切り替えた。

◦出来るだけ早めから、たくさんのオープ
ンキャンパスなどに参加すること！早め
に志望校が決まればその分準備もできる
し、大学の先輩からの話を聞くなど、勉
強などに対するモチベーションも上げら
れる。

◦普段から復習をやっておくこと！苦手分
野を少しでも減らしておくと、本格的に
受験勉強を始めたときに楽になる！私自
身、やっておけばよかったと思うところ
がたくさんありました。

◦正直、つらいこともたくさんあったけれ
ど、勉強面以外にもたくさん得るものが
ありました！私は精神的に弱い部分もあ
り、受験期が近くなるにつれてよく体調
も崩していました。けれど、周りの友達
が気にかけて声をかけてくれたり、たく

さんの先生方に励まされたり、家族が厳
しい言葉で背中を押してくれたことで、
最後まで諦めず頑張れました。

◦試験を受けるときは１人だけれど、受験
は１人じゃない！たくさんの人に支えら
れて、応援されてできた受験だと思いま
した。だからこそ、最後まで自分の行き
たい大学を諦めずに頑張って欲しいで
す！！応援してます！！！

田倉　宏之助
●順天堂大学 保健医療学部 理学療法学科
◦私は理学療法士として怪我から復帰を目

指すアスリートのサポートをしたいとい
う夢があり、そのためにスポーツ医療を
学ぶための専門のカリキュラムのある順
天堂大学保健医療学部理学療法学科を志
望した。

◦順天堂大学保健医療学部理学療法学科の
アドミッションポリシーの中に「理学療
法士になる意思が強く、目標達成のため
に様々な方法を見つけ、粘り強く努力を
続けることのできる人」という項目があ
り、高校二年生の時に肘の手術を受け野
球が半年間出来なかった時も、実戦復帰
をあきらめずリハビリやトレーニングに
励んだことから、目標に向かって努力を
重ねられることを私の自己アピールとし
た。

◦大学入学までではなく、卒業後どのよう
な形で社会に貢献できるかまで考える。

梅津　葵
●東京都立大学 健康福祉学部 看護学科
◦総合大学である東京都立大学に入学する

ことで、他学部の学生や留学生との交流
ができ多様な考え方や、宗教、語学を学
ぶことができるため。学生時から外国の
患者がいらっしゃる病院での実習が可能
なため志望した。

◦自分の今まで経験してきたことをすぐに
引き出せるようにしておいた。

◦面接練習は、受験日の１ヶ月前から始め
た。面接ノートに聞かれたこと、自分の
答えたこと、もらったアドバイスを書き
込んだ。

◦やってみて良かったこと　英語ノート、
面接ノート、小論文ノートを作ったこと、
職業について調べたこと、ドラマを見て
いたこと。

◦失敗談としては、小論文などをもっと早
く対策し始めればよかった。

◦アドバイスは、自分についてしっかり理
解して、自己アピールをできるようにす
ること。入学したい！と強い思いを持っ
て勉強をすることが大切だと思います。
頑張って下さい！

以上５名の報告に熱心にメモを取り、終
了後さらに質問をしていた１・２年生の様
子が印象的でした。来場者からは「先輩方
の熱意が聞けて良かった。」「今日からしっ
かり取り組んでいきたい。」「小論文や志望
動機をこんなにも書き直して取り組んでい
ることが分かった。」「私も受験を頑張ろう
と強く思いました。」などの感想がありまし
た。この合格に多くの後輩たちが続いてく
れることを期待しています。
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一
学
年
を
振
り
返
っ
て

第
一
学
年
主
任

　
　
久
保
田
　
善
政

　

昨
年
四
月
に
期
待
と
不
安
を
胸
に
校
門
を
く

ぐ
っ
た
入
学
式
か
ら
ま
も
な
く
一
年
が
経
ち
ま

す
。
一
年
生
に
と
っ
て
こ
の
一
年
は
中
学
生
か

ら
高
校
生
へ
と
新
た
な
環
境
に
踏
み
出
し
た
変

化
の
年
で
し
た
。
四
月
五
月
の
頃
は
中
学
を
卒

業
し
た
ば
か
り
で
、
ま
だ
あ
ど
け
な
さ
が
残
る

表
情
で
し
た
が
、
現
在
は
高
校
生
と
し
て
表
情

や
心
、
体
、
行
動
と
も
に
成
長
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。

　

四
月
六
日
入
学
式
、
鶴
ヶ
丘
高
校
の
生
徒
と

し
て
の
生
活
が
こ
の
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

み
ん
な
緊
張
し
て
い
て
表
情
は
硬
く
、
初
め
て

の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
は
と
て
も
静
か
で
し
た
。
四

月
十
二
日
か
ら
二
泊
三
日
で
富
士
緑
の
休
暇
村

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。
入
学
間
も
な
い
時
期

で
、
お
互
い
に
お
互
い
の
こ
と
が
分
か
ら
な
い

状
況
で
の
宿
泊
行
事
。
不
安
が
と
て
も
大
き

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
と
食
事
を
し
、

自
己
紹
介
、委
員
や
係
決
め
、チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
の
課
題
に
取
り
組
み
、
多
く
の
仲
間
と
関

わ
っ
て
協
力
し
合
う
う
ち
に
表
情
が
和
ら
い
で

き
ま
し
た
。
綱
引
き
大
会
で
は
大
き
な
盛
り
上

が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

六
月
十
五
日
高
大
連
携
教
育
と
し
て
大
学
学

部
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
行
っ
て
授
業
を
体
験
。
難

し
い
内
容
で
し
た
が
、
メ
モ
を
取
り
、
懸
命
に

取
り
組
む
姿
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
六
月
二
十
二
日
か
ら
二
日
間
鶴
ヶ
丘
祭
。

こ
の
日
に
向
け
て
長
い
時
間
話
し
合
っ
た
り
、

考
え
た
り
、
役
割
分
担
し
て
い
ろ
い
ろ
な
も
の

を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
頃
に
な
る
と
、
お

互
い
の
こ
と
が
あ
る
程
度
分
か
り
、
人
間
関
係

に
も
慣
れ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
言
い
争
い
が
起

き
た
り
、
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
時
期

で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
ひ
と
つ

の
も
の
を
作
り
上
げ
る
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で

あ
り
、
完
成
ま
で
到
達
す
る
の
は
困
難
な
こ
と

で
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
し
か
し
当
日
に
は
す
べ

て
の
ク
ラ
ス
で
趣
向
を
凝
ら
し
た
作
品
が
出
来

上
が
り
、
お
客
様
を
楽
し
ま
せ
る
た
め
に
懸
命

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
鶴
ヶ
丘
祭
の
準
備
か
ら

発
表
ま
で
の
期
間
で
体
験
し
た
こ
と
や
達
成
感

は
大
き
な
財
産
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

十
一
月
一
日
体
育
祭
、
本
校
の
体
育
祭
は
学

年
を
縦
割
り
に
し
て
四
色
に
別
れ
て
優
勝
を
争

う
も
の
で
、
一
年
生
は
先
輩
た
ち
の
後
姿
を
見

て
応
援
合
戦
や
競
技
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

三
年
生
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
色
別
の
応
援
合

戦
に
参
加
し
た
一
年
生
は
、
当
初
恥
ず
か
し

が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本
番
で
は
大
き
な
声
を

出
し
、
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
学
年
種
目
は
ク

ラ
ス
対
抗
の
台
風
の
目
と
全
員
リ
レ
ー
。
ク
ラ

ス
全
員
が
気
持
ち
を
一
つ
に
し
て
取
り
組
み
、

大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

一
月
、
日
本
大
学
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果

発
表
。
本
校
も
含
め
日
本
大
学
の
全
付
属
校
か

ら
出
さ
れ
た
俳
句
・
短
歌
・
詩
・
小
説
・
読
書

感
想
文
の
多
数
の
応
募
作
品
の
な
か
で
、
本
校

の
受
賞
者
は
十
二
名
。
そ
の
中
で
も
一
学
年
は

九
名
と
多
数
入
賞
し
ま
し
た
。

　

普
段
の
授
業
や
部
活
動
、委
員
会
活
動
、様
々

な
学
校
行
事
も
含
め
た
学
校
生
活
全
体
が
、
学

び
方
を
学
び
、
様
々
な
価
値
観
を
持
っ
た
人
と

関
わ
り
、
自
分
自
身
の
課
題
の
解
決
の
た
め
に

お
互
い
に
力
を
貸
し
借
り
す
る
、
と
い
っ
た
経

験
を
積
む
機
会
に
満
ち
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は

十
年
後
、
二
十
年
後
、
三
十
年
後
に
社
会
人
と

し
て
活
躍
す
る
た
め
に
必
要
な
力
で
す
。
一
ヶ

月
も
経
た
な
い
う
ち
に
新
一
年
生
が
入
学
し
て

き
ま
す
。
先
輩
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
よ
り

積
極
的
に
学
校
生
活
を
送
り
、
二
年
生
に
な
っ

て
も
多
く
の
仲
間
と
多
様
な
経
験
・
体
験
を
積

み
重
ね
て
学
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

第
二
学
年
の
振
り
返
り

第
二
学
年
主
任

　
　
中
川
　
光

　

今
年
度
か
ら
第
二
学
年
主
任
を
拝
命
し
、
新

体
制
で
始
動
し
た
。
第
二
学
年
は
高
校
生
活
の

中
で
も
貴
重
な
思
い
出
に
つ
な
が
る
修
学
旅
行

を
実
施
す
る
年
で
あ
っ
た
。
平
成
か
ら
令
和
へ

と
元
号
が
変
わ
り
、
ま
た
大
学
入
試
改
革
に
も

注
目
が
集
ま
る
な
ど
、
個
人
的
に
も
一
生
忘
れ

る
こ
と
の
で
き
な
い
激
動
の
年
と
な
っ
た
。
紙

面
を
お
借
り
し
て
こ
の
一
年
を
振
り
返
り
た

い
。

☆
今
年
度
第
二
学
年
全
員
の
達
成
目
標

《
第
一
志
望
を
確
定
し
よ
う
！
》

☆
四
月
の
月
間
目
標

《
二
年
生
の
生
活
習
慣
の
確
立
！
》

　

理
系
ク
ラ
ス
四
ク
ラ
ス
（
Ａ
～
Ｄ
組
）
は
一

号
館
四
階
、
文
系
ク
ラ
ス
（
Ｅ
～
Ｋ
組
）
は
三

階
～
二
階
、
特
進
コ
ー
ス
は
体
育
館
横
の
特
進

棟
に
移
動
し
て
二
ク
ラ
ス
、
合
計
十
三
ク
ラ
ス

で
ス
タ
ー
ト
。

☆
五
月
の
月
間
目
標

《
二
年
最
初
の
中
間
試
験
で
好
ス
タ
ー
ト
を
！
》

　

五
月
八
日　

校
外
学
習

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
鶴
報
第
二
三
八
号

（
二
〇
一
九
年
七
月
二
十
日
）
九
頁
を
参
照
。

☆
六
月
の
月
間
目
標

《
文
化
祭
に
向
け
て
ク
ラ
ス
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
も
う
！
》

　

六
月
二
十
二
、二
十
三
日　

鶴
ヶ
丘
祭

　

修
学
旅
行
を
実
施
す
る
年
度
で
あ
る
の
で
、

世
界
各
国
の
文
化
に
着
目
し
、
ク
ラ
ス
が
選
択

し
た
国
に
関
連
す
る
体
験
型
の
展
示
を
実
施
し

た
。
ク
ラ
ス
ご
と
に
バ
ラ
バ
ラ
に
展
示
を
す
る

の
で
は
な
く
、
学
年
が
一
つ
の
テ
ー
マ
に
基
づ

い
て
取
り
掛
か
り
、
世
界
ツ
ア
ー
型
の
展
示
に

仕
上
が
っ
た
。
ま
た
学
年
独
自
の
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
実
施
。
鶴
ヶ
丘
祭
実
行
委
員
が
手
作
り

で
作
成
し
た
ス
タ
ン
プ
は
、
全
ク
ラ
ス
を
回
る

と
地
球
の
絵
が
出
来
上
が
る
も
の
で
、
時
間
の

な
い
状
況
の
中
で
苦
心
の
跡
が
伺
え
る
大
作
で

あ
っ
た
。
生
徒
た
ち
は
本
当
に
よ
く
頑
張
っ
た

と
思
う
。
学
年
の
ま
と
ま
り
を
実
感
で
き
る
二

日
間
で
あ
っ
た
。

　

六
月
二
十
六
日　

学
年
集
会

　

内
容
：
①
学
年
主
任
挨
拶
、
②
一
学
期
の
振

り
返
り
及
び
夏
休
み
の
過
ご
し
方
（
生
活
指
導

部
副
主
任　

賀
来
義
蘭
先
生
）、
③
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
参
加
に
つ
い
て
（
進
路
指
導
部
副

主
任　

小
山
拓
哉
先
生
）、
③
校
外
学
習
オ
リ

エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
表
彰

☆
七
月
の
月
間
目
標

《
二
年
の
夏
を
有
意
義
に
過
ご
そ
う
！
》

　

修
学
旅
行
中
の
自
主
研
修
ル
ー
ト
の
作
成

☆
九
月
の
月
間
目
標

《
学
校
行
事
、
部
活
と
学
業
の
バ
ラ
ン
ス
を
は

学
年
レ
ポ
ー
ト

　
令
和
元
年
度
こ
の
一
年
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か
ろ
う
！
》

　

修
学
旅
行
で
実
施
す
る
学
校
交
流
の
出
し
物

の
検
討
、
決
定
。
現
地
ス
タ
ッ
フ
と
の
連
絡
・

連
携
の
中
で
の
作
業
で
あ
っ
た
た
め
、
多
忙
を

極
め
た
。

☆
十
月
の
月
間
目
標

《
中
間
試
験
と
修
学
旅
行
で
成
功
を
お
さ
め
よ

う
！
》

　

十
月
十
五
日
～
二
十
一
日　

修
学
旅
行

　

内
容
、
行
程
に
つ
い
て
の
詳
細
は
本
誌
の
蔦

原
先
生
の
報
告
記
事
を
参
照
。

　

オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
の
一
つ
で
あ
っ
た

「
ス
コ
ー
ミ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ス
」
は
、
実
施
直
前

に
何
者
か
に
よ
っ
て
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
ロ
ー
プ

が
切
断
さ
れ
た
た
め
、
稼
働
で
き
な
い
と
の
理

由
で
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ス

コ
ー
ミ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ス
は
新
コ
ー
ス
と
し
て
楽

し
み
に
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
大
変
残
念
で

あ
っ
た
。
ま
た
先
発
組
の
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ

ア
ー
の
一
つ
で
あ
っ
た
「
カ
ヌ
ー
体
験
」
が
、

現
地
の
メ
イ
ン
ス
タ
ッ
フ
の
急
逝
の
報
を
受

け
、
こ
れ
ま
た
急
遽
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
さ
ら
に
は
雨
天
続
き
で
太
陽
を
拝
む

機
会
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
波
乱
づ
く

し
の
修
学
旅
行
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

幾
つ
か
の
ト
ラ
ブ
ル
を
乗
り
越
え
、
教
員
も
含

め
て
大
き
な
ケ
ガ
も
な
く
、
無
事
帰
国
で
き
た

こ
と
に
大
変
感
謝
し
て
い
る
。

　

十
月
三
十
日　

大
学
模
擬
講
義

　

五
十
分
×
二
コ
マ
で
、
各
分
野
の
研
究
を
さ

れ
て
い
る
講
師
を
招
い
て
の
受
講
。
私
は
北
里

大
学
医
療
衛
生
学
部
の
講
師
か
ら
医
療
検
査
に

つ
い
て
の
お
話
を
伺
っ
た
。
実
際
の
現
場
の
内

容
も
含
ま
れ
て
い
て
大
変
興
味
深
か
っ
た
。
今

後
の
進
路
選
択
に
お
い
て
、
更
に
興
味
・
関
心

を
深
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

☆
十
一
月
の
月
間
目
標

《
進
路
選
択
に
向
け
て
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
を
！
》

　

十
一
月
一
日　

体
育
祭

　

好
天
の
中
、
今
年
度
は
初
め
て
生
物
資
源
科

学
部
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
実
施
さ
れ
た
。
昨
年
実

施
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
個
人
と
し

て
も
心
躍
る
行
事
と
な
っ
た
。
Ｂ
、
Ｄ
、
Ｈ
組

は
赤
団
、
Ｃ
、
Ｆ
、
Ｋ
組
が
白
団
、
Ａ
、
Ｉ
、
Ｌ
、

Ｍ
組
が
緑
団
、
Ｅ
、
Ｇ
、
Ｊ
組
が
青
団
と
、
四

色
に
分
か
れ
て
競
技
が
行
わ
れ
た
。
総
合
優
勝

は
白
団
。応
援
合
戦
で
披
露
し
た
白
組
の「
ソ
ー

ラ
ン
節
」
は
大
変
爽
快
か
つ
若
さ
溢
れ
る
も
の

で
あ
っ
た
。

☆
十
二
月
の
月
間
目
標

《
期
末
試
験
に
向
け
て
全
力
を
注
ご
う
！
》

☆
一
月
の
月
間
目
標

《
三
年
〇
学
期
の
意
識
を
持
と
う
！
》

　

一
月
十
五
日　

学
年
集
会

　

内
容
：
①
学
年
主
任
挨
拶
②
「
高
校
二
年
三

学
期
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
」（
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン　

小
川　

舞
氏
）
③
「
一
月

英
検
全
員
受
験
に
む
け
て
」（
英
語
科　

蔦
原　

玲
先
生
）

　

こ
の
後
は
二
月
六
日
「
芸
術
鑑
賞
教
室
（
劇

団
四
季
「
キ
ャ
ッ
ツ
」
於
：
大
井
町
）」、
二
月

二
十
一
日
「
三
年
生
を
送
る
会
」、
三
月
一
日

「
卒
業
式
」、
三
月
三
～
六
日
に
学
期
末
試
験
が

控
え
て
い
る
。

　

三
学
期
か
ら
月
間
目
標
「
三
年
〇
学
期
」
を

掲
げ
、
受
験
に
向
か
っ
て
徐
行
運
転
を
開
始
し

た
。
い
よ
い
よ
来
年
度
は
最
高
学
年
三
学
年
で

あ
る
。残
り
二
か
月
余
り
で
今
年
度
も
終
わ
る
。

学
年
が
抱
え
る
壁
を
一
つ
一
つ
乗
り
越
え
、
教

員
生
徒
共
に
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
新
し
い
時
代

を
勇
往
邁
進
し
て
い
き
た
い
。

令
和
元
年
度
の
卒
業
を
迎
え
て

三
学
年
主
任

　
　
伊
沢
　
康
子

　　

こ
の
鶴
報
の
文
章
を
書
き
始
め
て
、「
卒
業
」

の
文
字
が
心
に
染
み
込
む
。
今
ま
で
の
日
常
を

変
え
る
力
を
持
ち
、
喜
び
と
寂
し
さ
を
持
つ
言

葉
で
あ
る
。
子
供
の
こ
ろ
か
ら
言
わ
れ
て
き
た

こ
と
が
実
感
で
き
る
年
齢
に
な
っ
た
生
徒
達

は
、
今
こ
の
「
卒
業
」
を
ど
の
よ
う
な
言
葉
で

表
す
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
卒
業
」
の
先
に
あ

る
道
が
ど
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。
三
年
前
の
入
学
式
で
、
保
護
者
の
皆
様
に

社
会
貢
献
の
で
き
る
人
物
に
な
る
よ
う
に
育
て

た
い
と
言
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
先
の
道
に
そ
ん

な
思
い
が
芽
生
え
て
い
て
く
れ
て
い
た
ら
、
私

と
し
て
は
う
れ
し
い
。

　

三
年
生
に
な
っ
て
、
四
月
か
ら
進
路
に
つ
い

て
、
ま
た
「
自
分
」
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
、

生
徒
は
不
安
な
時
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
真
剣

に
考
え
た
時
も
あ
っ
た
と
思
う
。
一
年
次
か
ら

少
し
ず
つ
自
分
の
道
を
一
瞬
で
も
考
え
る
機
会

を
与
え
て
き
た
つ
も
り
だ
が
、
現
実
に
直
面
す

る
と
混
乱
し
て
し
ま
っ
た
者
も
い
た
と
思
う
。

答
え
が
出
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、

そ
れ
は
そ
れ
で
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
、
急
を
要
し
て
出
し
た
答
え
の
者
も
い
た
よ

う
に
思
う
。
だ
が
、
一
度
も
考
え
た
こ
と
の
な

い
道
を
選
択
し
て
い
な
い
は
ず
だ
。
三
年
間
を

見
返
し
て
み
る
と
、
不
思
議
な
こ
と
に
生
徒
が

選
択
し
た
道
は
、
先
生
に
提
出
し
た
書
類
の
ど

こ
か
に
、
予
め
書
い
て
あ
っ
た
り
す
る
か
ら
面

白
い
。
で
は
、
教
育
し
た
甲
斐
は
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
こ
の
三
年
間
に
私
と
し
て
は
自
信
を

持
ち
き
れ
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
そ
の
道
が
長

く
太
く
な
っ
て
見
え
て
き
て
い
た
ら
と
夢
を
見

て
い
る
。

　

学
校
と
い
う
場
所
は
、
生
徒
で
は
気
が
付
け

な
い
仕
掛
け
が
た
く
さ
ん
散
り
ば
め
ら
れ
て
い

る
場
所
だ
。
そ
の
よ
う
な
仕
掛
け
だ
と
気
が
付

い
て
い
て
も
い
な
く
て
も
、
生
徒
た
ち
は
目
の

前
に
あ
る
課
題
に
挑
戦
し
て
く
れ
た
。
敢
え
て

先
生
が
何
も
し
な
い
こ
と
で
生
ま
れ
た
作
品
も

あ
っ
た
。
敢
え
て「
な
ん
で
も
い
い
よ
」と
い
っ

た
ら
、
想
像
を
超
え
た
作
品
も
あ
っ
た
。
私
自

身
も
生
徒
に
驚
か
さ
れ
る
作
品
が
あ
っ
た
。
そ

れ
も
こ
れ
も
生
徒
自
身
が
、と
て
も
協
力
的
で
、

と
て
も
良
い
人
間
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま

信
頼
の
お
け
る
人
物
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。こ
の
学
年
は
、元
号
か
ら
始
ま
っ

て
、
す
べ
て
が
狭
間
の
年
回
り
で
、
つ
ま
り
最

後
と
最
初
を
持
っ
て
い
る
学
年
で
も
あ
る
。
平

成
か
ら
令
和
に
な
り
、
大
学
受
験
も
セ
ン
タ
ー

試
験
の
最
後
の
年
に
な
る
。
最
後
は
最
初
を
作

る
大
事
な
役
目
が
あ
る
。
生
徒
た
ち
に
は
新
し

い
時
代
を
作
る
人
と
し
て
「
卒
業
」
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
願
う
。

　

保
護
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
あ
っ

て
「
卒
業
」
が
迎
え
ら
れ
ま
す
。
入
学
式
か
ら

始
ま
っ
て
、
学
校
の
煩
雑
な
書
類
等
に
目
を
通

し
、学
校
に
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

様
々
な
場
面
で
、
そ
の
温
か
さ
に
助
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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第２学年 修学旅行報告
修学旅行担当　蔦原　玲

１０月中旬に行われた、鶴ヶ丘高校の令和初となる修学旅行の思い出を、この場を借りて振り返っ
てみたいと思う。

この修学旅行に向け、第２学年では「かつてない なんでもやろう 大冒険」というスローガンを
作成した。おわかりいただけていると思うが、各語の頭文字を取ると「カナダ」となる。そこだけ
取り出すと笑われてしまいそうだが、生徒たちと我々教員の思いがぎっしりと詰まった熱いスロー
ガンである。本校のバンクーバー修学旅行の歴史は長く、ともすると同じことの繰り返しになって
しまう。〈なにかやるなら、思いきって新しいことを〉、いつも意識して全員で心を込めて準備して
きた。その新しさに何かのヒントがある気がした。

随所にその新しさは散りばめられているのだが、その中でも大きな軸となるものが日系カナダ移
民史に関する事前学習と、さらに拡大されたオプショナルツアーである。ただの観光旅行ではなく
学校ならではの旅行にするために歴史の暗い部分にも関心を持ってもらうことを前者では意図して
いた。また、後者のオプショナルツアーには、「興味関心は人それぞれでよく、自分が心惹かれる
ものや感性に合っていると思うものを主体的に選んでほしい」という願いを込めた。（予期せぬ事
件は起こるもので、計画していたツアーの中で実施できないものもあったがそれも含めて生徒たち
はよい思い出と言ってくれた。）

私自身、もう５回目のバンクーバー訪問であったが驚くほどたくさんの発見と懐かしさに満ちた
旅になった。パスポートを初めて持って出かけた時の落ち着かない感じ、外国の香り、家族のもと
を離れる不安と高揚感、勇気を出して発した言葉が通じた時の独特の喜び、自分の持つ言葉の少な
さに気づいた時の悔しさ、日本とは違う角度の山、知らない種類の葉っぱや実、様々な見た目の人々
……。１7歳の今の自分しか持てない感性で、未知のものと触れ合ってそれこそ「大冒険」している
生徒たちの目を通して、私たち教員もまたもう一度新しい旅ができたのではないか。彼らの思いが
詰まった感想文をたくさん読み、一人ひとり全く違った形で思い出を心の中にしまっていることが
確認でき、人の一生でおそらく一度だけの修学旅行に関わらせてもらっていることに幸せを感じた。

この思い出はきっとそれぞれの心の中で形を変えて、生徒たちの人生の中で予期せぬ形でまた現
れるのだと思う。その時また改めて、この素晴らしい旅行を作り上げるにあたって力を貸してくれ
た人たちや、共に一生ものの経験を積んだ友人たちに再び感謝してほしいと願う。

行程概略
₁日目　成田空港→バンクーバー国際空港→
　　　　グランビルアイランド／ローンズデルキーマーケット
２日目　現地校にて学校交流→ショッピングモール
３日目　カーリング・オーバル体験→UBC→
　　　　クイーンエリザベスパーク
４日目　オプショナルツアー→市内自主研修
５日目　ピースアーチ→バンクーバー国際空港
６日目　成田空港着
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〈生徒作成のポートフォリオより〉
「価値観を変えてくれたカナダ」
２年Ａ組　米田　仁貞（太子堂中）

カナダへの修学旅行を通して学べたことはとても多かった。まず、学校交流。自分の英語の出来
なさを痛感した出来事だった。自分から話しかけることもできず、話しかけられても何を言ってい
るのかわからず、唯一完璧に理解できたのは“How old are you?”ぐらいの簡単なもの。バディの子
には申し訳ないくらい話せず、友達になることはできなかったと思う。失敗に終わった修学旅行の
出来事だと思った。しかし、その出来事から学べたことは修学旅行中の他の出来事よりもはるかに
大きく、自分の英語に対する意識や勉強するにあたっての考え方が変わった。学校交流を終えて、
これこそが英語を勉強する理由、また、英語を勉強するにあたっての最終目標だと思った。今まで
は英語を勉強するとき、テストで点数を取れればいい、話せるようになればいいなど、とても抽象
的な目標しかなかった。この学校交流でこの英語に対する意識が変わった。これからは英語を勉強
するときに具体的な目標を考えながら学び、翻訳する機械などに頼らず自分から話せるようになろ
うと思った。

カナダの街並みは画像などでしか見たことがなかったが、街は都会と自然が融合しているような
感じで空気も綺麗、東京との違いを感じた。家には庭があり、よく洋画で見るような感じで見てい
てとても楽しかった。

バンクーバーは住みやすい町だと思った。物価は高いが、人も優しく、また来てみたいと思える
ような町だった。この６日間、いろいろなことを体験することができてとても楽しかった。英語が
できればもっと楽しめたと思うので、いつでも英語が話せるように英語を一生懸命勉強して国際的
な人間になろうと思う！今からでも遅くはない。

「友に感謝」
２年Ｍ組　橋本　萌花（牛込三中）

カナダでの４泊６日の修学旅行は、私にとって初めての海外経験であり、改めて英語を聴き取る・
話す力の大切さを実感したものとなった。 特に英語の大事さを痛感したのは、２日目にBurnaby 
North Secondary School で行った学校交流のときだった。現地の学生とペアになって半日生活し
なければならず、英語に対して苦手意識があった私は、この日が来ることを正直不安に思っていた。
マッチングが終わりついに２人きりになったとき、最初はバディが何を話しているのか分からず何
回も聞き直してしまい申し訳なく思った。徐々に耳が慣れてきてコミュニケーションが取れるよう
になり、初めて英語を楽しいと思えた。今までの英語の学習では、文法の勉強をしなきゃ、とか、
話せるようにならなきゃ、と思っていたが、それよりも更に語彙力やリスニング力が必要なのだと
気づいた。これからの勉強でも同じことが言えると思うので、語彙力とリスニング力を特に伸ばし
ていけるように励みたい。

６日間、ずっと友達と過ごす生活は本当に楽しかった。３日目のオーバル体験と４日目のキャピ
ラノ吊り橋は特に楽しかった。オーバルでは、様々なスポーツを体験したりオリンピックのメダル
を生で見たりという貴重な体験をさせてもらった。キャピラノ吊り橋は、橋を渡ったら終わりだと
思っていたが、飾り付けがされていたりお店があったりして、想像を遥かに上回る楽しさだった。 

きっと１人だったらいくらカナダが綺麗でもつまらなかったと思う。みんなと一緒に沢山の場所
を回れたからこそ、こんなに良い思い出になったので、友達に感謝したいと思った。
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中
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と
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し
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事
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思
い
ま
し
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他
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席
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何
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し
た
。
鉄
道
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猫
た
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協
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鉄
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で
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最
後
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に
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ば
れ
た
猫
は
意
外
で
し
た
が
、
天
に
昇
る
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こ
ろ
の
演
出
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す
ご
か
っ
た
で
す
。
見
る
前
は
猫
を
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間
が
上
手
く
演
じ
る
こ
と
な
ん
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き
る

の
か
な
と
少
し
思
い
ま
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た
が
、
な
め
ら
か
な
猫
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ゃ
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、

猫
に
し
か
見
え
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で
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。
ま
た
、
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、
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重
管

理
や
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技
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練
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大
変
な
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だ
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す
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に
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み
ま
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、
慣
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手
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で
猫
の
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描
い
て
い
く
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を
動
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て
化
粧
ま
で
自
分
で
や
る
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大
変
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じ
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た
。
ま
た
、
機
会
が
あ
れ
ば
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四
季
の
公
演
を
観
に
い
き
た
い

で
す
。

　女子団体形・女子団体組手　出場

■ゴルフ部
▽令和元年度関東高等学校ゴルフ選手権冬季

大会高校女子決勝の部　出場
　後藤　真采（２Ｄ・犬蔵中）
　小山　蒼未（１Ｃ・玉川中）

■ウエイトリフティング部
▽レディースカップ 第１１回全日本女子選抜

ウエイトリフティング選手権大会 （１１月２１
日～２３日 於：鹿児島県 入来総合運動場体
育館）

　女子５９㎏級　トータル１５８㎏　４位
　橋本 夏実（２Ｍ・東村山四中）
▽令和元年度 東京都高等学校新人大会、関

東/全国選抜大会予選会（１１月３０日 於：武
蔵野の森総合スポーツプラザ）

　男子7３㎏級　トータル １３５㎏　１位
　　田中　寧栞（１Ｄ・高島三中）
　男子８１㎏級　トータル１９１㎏　２位
　　小林（２Ｆ・三沢中）
　男子８９㎏級　トータル２０7㎏　１位
　　蛯名　　廉（２Ｍ・落合二中）
　男子９６級　トータル２１7㎏　１位
　　田中　健太（２Ｆ・十条富士見中）
　女子５９㎏級　トータル９８㎏　１位
　　植田　美優（１Ｆ・中野八中）
▽令和元年度第３５回関東高等学校ウエイトリ

フティング競技選抜大会（１月１１・１２日 於：
横浜市磯子スポーツセンター）

　男子 ８１㎏級　トータル ２１５㎏　５位
　　小林
　男子 ８９㎏級　トータル２０３㎏　５位
　　蛯名　　廉
　男子 ９６㎏級　トータル ２２５㎏　３位
　　田中　健太
　女子 ５９㎏級　トータル１６１㎏　２位
　　橋本　夏実

■放送部
▽第４２回東京都高等学校文化祭放送部門
　（予選１１/３・決勝１１/２４）
　【オーディオドラマ部門】
　第２位　Notice
　　制作代表：稲垣　晴香（２Ｍ・生田中）
　　※東京都教育委員会賞

■演劇部
▽第２回大コント祭（１２/１２ 多目的ホール）
▽第１回藤二鶴公演（日大藤沢・二高・鶴ヶ

丘合同公演）
　３/２９上演予定（日大二高記念ホール）

■吹奏楽部
▽TAMAアンサンブルフェスタ（１２/２7）
　バリトン・チューバ４重奏　銀賞
　サックス６重奏　銀賞
▽第４３回東京都高等学校アンサンブルコンテ

スト（１/５～６）
　クラリネット４重奏　銀賞
　打楽器５重奏　銀賞

▽第九支部親睦音楽会（１/１２）
▽第４7回定期演奏会（３/１８）

■バトントワリング部
▽令和元年１１月東京都バトン協会バトント

ワーリングコンテスト 品川区大会
　初級・中級　金賞・銀賞受賞
　西川　歩花（２Ｂ・上尾中）
　　中級金賞受賞
　島崎　　玲（２Ｄ・国分寺一中）
　　中級金賞受賞
　佐藤　里穂（２Ｋ・さいたま市三室中）
　　中級金賞受賞
▽令和元年第２４回シニアバトントワーリング

フェスティバル
　２年生出演
▽令和２年第３３回関東バトントワーリング

チームコンテスト
　初級部門　出場

■茶華道部
▽和菓子実習（１２/２６）

■料理部
▽日本大学自主創造プロジェクト（９/１４）
▽体育祭用マドレーヌ提供（２００個、１１/１）
▽デンマークの子どもたちにおもてなしお菓

子提供（１１/２２）
▽ケーキ講習（１２/２３）
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■ ■ ■ 部活動報告 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
■スキー部
▽全国・関東高等学校スキー大会東京都予選

会
　（１/５～１/８ 於：鹿沢スノーエリア）
　女子スラローム（選考会）
　　第３位　佐藤　亜海（２Ｃ・西新宿中）
　　第４位　小澤知華子

（２Ａ・筑波大付属中）
　　第１２位　西郷　姫奈（２Ａ・立川三中）
　女子スラローム（本大会）
　　第１６位　大門　由真（２Ｆ・立川四中）
　　第１８位　佐藤　亜海
　　第２０位　並木　日和（３Ｉ・新座中）
　　第２１位　山本　椋子（３Ｄ・府中五中）
　　第２６位　小澤知華子
　男子スラローム（選考会）
　　第３８位　大月　拓人（３Ｂ・稲城四中）
　　第５２位　内野　大地（３Ｃ・立川二中）
　　第６４位　村野　太一（３Ｇ・中野島中）
　　第６６位　横溝　大知（２Ｃ・大森四中）
　　第7０位　青柳　一樹（２Ｇ・松か谷中）
　　第7８位　新井　悠斗（２Ｂ・三鷹五中）
　　第８６位　狩野　聖基（２Ｉ・品川学園）
　　第８８位　山田　雄大（２Ｃ・狛江四中）
　男子スラローム（本大会）
　　第８位　戸田　直人（３Ｇ・桜が丘中）
　　第４９位　大月　拓人
　　第８６位　内野　大地
　　第９３位　横溝　大知
　　第１０１位　狩野　聖基
　　第１０６位　村野　太一
　女子ジャイアントスラローム（選考会）
　　第２位　小澤知華子
　　第８位　佐藤　亜海
　　第９位　山本　瑛菜（３Ｂ・府中六中）
　　第１２位　西郷　姫奈
　女子ジャイアントスラローム（本大会）
　　第１９位　大門　由真
　　第２０位　山本　椋子
　　第２６位　小澤知華子
　　第３０位　並木　日和
　男子ジャイアントスラローム（選考会）
　　第２３位　大月　拓人
　　第３7位　村野　太一
　　第５０位　内野　大地
　　第６５位　狩野　聖基
　　第7９位　出口　陽翔（３Ｄ・戸田中）
　男子ジャイアントスラローム（本大会）
　　第６位　戸田　直人
　　第４５位　大月　拓人
　関東大会出場
　（女子）
　　大門　由真・小澤　知華子・佐藤　亜海・
　　並木　日和・山本　椋子
　（男子）
　　大月　拓人・戸田　直人
　全国大会出場
　（男子）
　　戸田　直人

■陸上競技部
▽第7０回全国高等学校男子駅伝競走大会東京

都予選会（１１/２）
　３９位　２時間２９分３４秒
　　１区　山崎　統吾（１Ｆ・西中原中）、
　　２区　辻井　亮羽（２Ｍ・南中山中）、
　　３区　櫻井　　晴（２Ｅ・玉川中）、
　　４区　長澤　壮大（２Ｋ・千歳中）、
　　５区　田村　友成（１Ｃ・田奈中）、
　　６区　後藤　遼太（１Ｄ・銀座中）、
　　７区　野澤　雅治（２Ｂ・南浦和中）

■野球部
▽令和元年度秋季東京都高等学校野球大会
　一次予選（２４ブロック）
　９/７　１回戦
　　本校６-２都立武蔵高校
　９/１４　ブロック決勝
　　本校５-０正則学園高校
　本大会　１０/１９　１回戦

　　本校２-４関東第一高校

■女子バスケットボール部
▽Ｒ１年度　新人大会
　１１/３（日）　本校６９-６２中央大学高
　１１/４（月）　本校7０-６１山脇学園高
　１１/１7（日）　本校６３-８９松蔭高

■男子バレーボール部
▽東京都新人大会（１１/３）
　～予選リーグ～
　　本校０-２東大和
　　本校２-０京華学園
▽私立中高バレーボール大会（１２/１５）
　２回戦　本校０-２日大三

■女子バレーボール部
▽新人リーグ（１１/３、１１/４）
　本校０-２文大杉並
　本校０-２福生
　本校０-２東亜学園
　本校２-０東
　本校２-０東京女学館
▽新人２部大会（１１/１０、１１/２３）
　本校２-０駒込
　本校２-０江東商業
　本校２-１大森
　本校２-１大東文化一
　本校１-２第一商業
　　第３位
▽冬季私学大会（１２/１５）
　本校２-０青陵
　本校０-２駒大高
　　ベスト６４

■アメリカンフットボール部
▽第１９回スティックボウル（関東高校選抜対

抗戦）１２/２８＠アミノバイタルフィールド
　東京Ａ２7-３０ＳＩＣ選抜
　東京Ｂ３-３４神奈川選抜

本校から、以下の８名が選出され出場した。
　ＴＥ/Ｋ/Ｐ　内山　尋貴（２Ａ・蓮沼中）・
　ＱＢ　近藤　久雄

（２Ａ・静岡大附属浜松中）・
　ＬＢ　近藤　大祐（２Ｂ・弦巻中）・
　ＯＧ　柚木　哲太（２Ｅ・南大師中）・
　ＷＲ　国分　佑斗（２Ｈ・南菅中）・
　ＤＬ　山田　晋義（２Ｈ・浅草中）・
　ＲＢ　渡邉明輝人（２Ｈ・港南中）・
　ＯＧ　横沢　英輝（２Ｊ・武蔵野二中）・
　マネ－ジャ－
　　　　櫻井　莉子（２Ｈ・光が丘三中）

また、山田晋義は副将に任命され、試合で
も活躍し優秀選手に選出された。

▽第９回ニューイヤーボウル（関東地区選抜・
関西地区選抜対抗戦）１/１２＠富士通スタジ
アム川崎
東京選抜２１- ０京都・滋賀・東海選抜
本校から、以下の４名が選出され出場した。

　　ＴＥ/Ｋ/Ｐ　内山　尋貴・
　　ＬＢ　近藤　大祐・
　　ＷＲ　国分　佑斗・
　　マネ－ジャ－　櫻井　莉子
▽インターナショナルボウル２０２０ １/１５ ＠ア

メリカ合衆国テキサス州アーリントンAT
＆Ｔスタジアム（ダラスカウボーイズ本拠
地）
Ｕ-１８日本高校選抜２８-２０ Ｕ-１7米国代表
本校から、以下の１名がＵ-１８日本高校選
抜チームに選出され出場した。

　　ＤＬ　山田　晋義（２Ｈ・浅草中）
　　日本代表チームの副将を務める。

■男子ソフトテニス部
▽新人大会（８/２４）
　ベスト６４　村田　勝翔（１Ａ・川口中）
　　　　　　佐藤　優真（２Ｂ・烏山中）
▽私立高校新人団体選手権大会（１０/６）
　ベスト１６
　　林﨑　良太（１Ｆ・深沢中）

　　佐藤　優真
　　川口竜之介（２Ｃ・尾久八幡中）
　　松井　優成（１Ｃ・新座五中）
　　村田　勝翔
　　伊東　稜真（１Ｉ・清明学園）
▽私立高校新人選手権大会（１０/１４）
　第５位　林﨑　良太　川口竜之介

この結果、全国私立高校選抜大会出場権を
獲得

　ベスト６４　伊東　稜真　　松井　優成
▽インドア大会（１２/２８）
　ベスト８
　　林﨑　良太　　松井　優成
　　川口竜之介　　伊東　稜真
　　戸島　颯大（２Ｈ・上石神井）
　　佐藤　優真　　村田　勝翔
　　富永　雄太（２Ｂ・滝野川紅葉）

■女子ソフトテニス部
▽新進大会（１１/３）
　ベスト１６
　　藤原　美月（２Ｊ・稲城三中）・
　　杉野　海愛（２Ｃ・金井中）
▽インドア予選（１１/２４）
　ブロック優勝・決勝トーナメント進出
▽インドア大会（１２/２８）
　ベスト１６
▽中野インドア大会（１/１２）
　３位
　　藤原　美月・杉野　海愛
　　岩崎　柚来（２Ｇ・深沢中）・
　　林　麻也子（１Ｈ・竪川中）

■バドミントン部
▽新人大会兼全国選抜予選（男女団体）（１１/

４、１０）
　女子団体
　　西ブロックベスト８（都ベスト１６）
▽北区高校生オープン大会（シングルス）（１２

/２５）
▽板橋区高校生オープン大会（ダブルス）（１２

/２６）
▽冬季西ブロック大会（男女団体）（１/１２、

１９）
　女子団体　Ⅰ部　決勝トーナメント
　　西ブロックベスト８
　男子団体　Ⅱ部　決勝トーナメント出場

■剣道部
▽玉竜旗大会（７/２４～２６）
　団体戦
　　１回戦　大将戦の末敗退
　　（対　福井工大福井高校）
▽杉並区民大会（１０/２7）
　個人戦
　　優勝　川口　純奈（２Ｋ・清泉中）
　　３位　濱　ほのか（２Ｉ・品川学園中）
▽第５支部大会（１１/２３）
　団体戦　３位
　　濱　ほのか・
　　星　　彩子（２M・玉川中）・
　　川口　純奈
　個人戦　準優勝
　　川口　純奈

■空手道部
▽令和元年度東京都高等学校空手道大会「全

国総体予選会」（６/１６　豊島区立千登世橋
中学校）

　女子団体組手　第２位
　女子個人形　第３位
　　軍司　佳歩（３Ｃ・三鷹一中）
▽令和元年度東京都高等学校空手道大会「秋

季新人大会」（１０/２7　都立六本木高等学校・
１１/４　国士舘大学）

　女子団体形　第２位
　女子団体組手　第２位
▽令和元年度第２８回関東高等学校空手道選抜

大会（１/１８～１/１９山梨県小瀬スポーツ公
園武道館）
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第２学年　カナダ修学旅行報告
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